
はじめに
ご利用のシステムのOSとして、SCIEXをお選びいただきありがとうございます。以下のシス
テムをサポートするSCIEX OS 2.1.6ソフトウェアをお届けします。

• ZenoTOFTM 7600システム

• SCIEX X500R QTOFシステム

• SCIEX X500B QTOFシステム

• SCIEX Triple QuadTM 7500 LC-MS/MS System – QTRAP® Ready

• Echo®MSシステム。これには、SCIEXTripleQuadTM 6500+システムとEcho®MSモジュー
ルが含まれています。

SCIEX OS 2.1.6を使用すると、ユーザーは、Analyst®ソフトウェアバージョン1.6.2以降また
はAnalyst® TFソフトウェアバージョン1.7.1以降を操作するトリプル四重極QTRAP®

および

TripleTOF®
システムから取得したデータを処理することもできます。

本ドキュメントでは、ソフトウェアの機能について説明しています。ソフトウェアをご利用

になる際の参照用として、このリリースノートを常にお手元に保管してください。

バージョン2.1.6の新機能
本項では、SCIEX OS 2.1.6の強化と修正について説明します。過去にリリースされ
たSCIEX OSの強化と修正については、該当するバージョンのソフトウェアに付属する『リ
リースノート』を参照してください。

バージョン2.1.6での新しい機能と改善点
• SCIEX OS 2.1.6は、SCIEX Triple QuadTM 6500+質量分析装置を使用するEcho® MSシステ
ムの構成をサポートしています。

注：このバージョンのSCIEX OSをEcho® MSシステムで使用する場合は、Echo® MSシ
ステム用のファームウェアを更新する必要があります。SCIEXのフィールドサービスエ
ンジニア(FSE)にお問い合わせください。
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• ソフトウェアアップデート機能では、ソフトウェアの新しいバージョンが利用可能かどう
かを確認することができます。

注： ソフトウェアアップデート機能がSCIEXと通信できない場合は、ローカルネット
ワーク管理者に連絡して、ポート443が開いていること、またトランスポート層セキュ
リティ（TLS）1.2がコンピューターにインストールされていることを確認してくださ
い。

• SCIEX OSは、英語、フランス語、ドイツ語、またはスペイン語のWindows OSにインス
トールできます。英語のサポートは必須ですが、地域の設定を英語、フランス語、または

ドイツ語に設定できます。(BLT-2325)

• BatchワークスペースのBarcodeフィールドでは、文字数の上限が250文字に増えました。
(BLT-2212)

• Analystオプションを選択し、Export and save results tableコマンドを使用し
てSCIEXOSからエクスポートされるResults Tablesが、Analyst®ソフトウェアからエクス
ポートされるResults Tablesと同じ形式になりました。(BLT-2365)

• (ExionLCTM
およびShimadzu LCシステム) Direct Control機能が強化され、ユーザーがLCモ

ジュールのパラメータを制御できるようになりました。(ONYX-8128)

• (SCIEX 7500システム)ユーザーが推奨値を下回るCurtain Gas値を指定しようとした時
に、確認が求められるようになっています。(ONYX-10763)

• 計算列で、IF条件は、これらの列の信頼度信号をテストできるようになりました
(MQ-8469)。

• Mass Confidence
• Fragment Mass Confidence
• RT Confidence
• Isotope Confidence
• Library Confidence
• Formula Confidence
• Combined Rules

Echo® MSシステムの新しい機能

• ユーザーは、投入済みのバッチで指定されたサンプリングシーケンスまたは最適化された
(行-サーペンタイン)シーケンスのどちらを使うかを選択できます。以前は、バッチ内の設
定に関係なく、最適化されたシーケンスのみが使用されました。このオプションを有効に

するには、Direct device controlダイアログでTools > Settingsを選択し、次にOptimize
ejection sequence of batch samplesチェックボックスをオフにします。(OPP-211)

• 移動相ポンプの流量が移動平均値になりました。(OPP-327)
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• 直接注入でサポートされる最短の所要時間が5秒になりました。(OPP-307)

• シミュレーションモードが改善されました。(OPP-224)

• Echo®MSシステムのアイドル時間が、Direct device controlダイアログでTools > Settings
を選択することによって設定できるようになりました。(OPP-330)

• 移動相の呼び水機能が、Direct device controlダイアログから使用できるようになりまし
た。この機能を使用して、移動ラインに移動相を充填します。機能にアクセスするには、

Tools > Maintenanceを選択します。(OPP-347)

• AE Method情報がwiff2ファイルのサンプル情報に追加されました。(OPP-353)

• 新しいRun Log Levelオプションにより、サービスパッケージの一部として詳細なログ
ファイルが作成されます。このオプションを選択するには、Tools > Maintenanceを選択
し、次にRun Log LevelフィールドでDiagnosticsを選択します。(OPP-399)

• 測定メソッドの実行時間が最適化されました。ウェルあたり1秒の間隔で設定されたAEメ
ソッドの場合、実行時間は約17秒短縮されます。(OPP-349)

• サーベイデータまたはマーカーウェルのエラーのために測定結果が使用不可となる場合、
測定は停止します。（OPP-298、OPP-366）

バージョン2.1.6の解決済みの問題
Echo® MSシステム

• Echo® MSモジュールが、シミュレーションモードでFault状態になった。(ONYX-6697)

• Event Logワークスペースで、Echo® MSモジュールイベントを含むページが、AEではな
くLCとして表示された。(ONYX-7075)

• ポンプが停止すると、カップリング液ポンプはゼロを示すのではなく、最後のポンプ速度
を示した。(OPP-276)

• 一部の重要なFaultエラーとWarningエラーがリセット後に保持されなかった。(OPP-269)

• 測定の初期化中にトリガーされた以下のようなFaultとエラーをクリアした後に、システム
が再初期化しなかった。

• OPIの移動中に測定が停止した場合(OPP-279)

• キューが停止した場合。(OPP-280)

• OPIの移動中に緊急OFFスイッチがアクティブになる場合(OPP-283)

• プレートのロード中に流体の漏れまたはTFAのオーバーフローが発生する場合。
(OPP-284)

• プレートのロード中と分類中にOPIまたは移動相の漏れが発生する場合。(OPP-285)
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• 質量分析装置がアイドル状態だった場合に、Echo®MSモジュールがパージできなかった。
(OPP-290)

• BatchワークスペースのPlate Layoutが、インポートされたcsvファイルのプレートタイプ
と一致するように更新されなかった。(OPP-295)。

• Echo® MSシステムの積分サービスが実行中だった場合、NECO診断がエラーを示した。
(OPP-296)

• 断続的に移動相ポンプが開始しなかった。(OPP-378)

• 断続的に、現在のプレートはアンロードに複数回の試行が必要だった。または、Unload
ボタンが有効でなかった。(OPP-379)

• 質量分析装置へのガス1の供給が正しい圧力(90 psi)で行われなかった場合、測定が開始し
なかった。システムは実行前の状態のままだった。(OPP-319)

• Echo®MSシステムをシミュレーションモードで操作した時、測定完了後にFault状態になっ
た。(OPP-301)

その他の装置

• (Shimadzu LC)いくつかのサンプルを処理した後、圧力グラフは、元の圧力に戻る前に、
圧力が一時的にゼロに低下することを示した。(ACQ-2043)

• (ExionLCTM
システム)ソフトウェアは、0.1 µLと10 µLの間の注入量で0.1 µLのステップで

注入することができなかった。(BLT-2189)

• 複数のLC装置が同時に設定できなかった。(BLT-2206)

• (Shimadzu LC) LCシステムが停止した時、LCシステムがシャットダウンし、オートサン
プラーとプレートチェンジャー内の冷却装置の電源がオフになった。(BLT-2300)

• (SCIEX 7500システム)シリンジポンプとの通信が失われた。(BLT-2563)

• Agilent DADをShimadzu LCスタックに接続した時、DADトレースのデータ取得の開始に
0.2分の遅延が生じた。(ONYX-8120)

• デバイス構成にチャンネルモードでデータを取得するように構成された検出器が含まれ、
取得したデータに重複する波長が含まれている場合、Data Acquisitionパネルと Explorer
ワークスペースに表示される波長データが正しくなかった。(ONYX-8382)

• スケジュールされたイオン化機能が接点閉鎖で構成されたデバイスで使用された場合、接
点閉鎖によって制御されるデバイスがサンプルの注入を開始する前にイオン化が開始され

る可能性があった。(ONYX-8626)

Batchワークスペース

• (SCIEX 7500システム) Watson LIMSからエクスポートされたテキストファイルをBatch
ワークスペースにインポートできなかった。(BLT-2460)
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• バッチ内のResultsFileに指定されたファイルパスが長すぎる場合、自動処理が失敗した。
(ONYX-8356)

Analyticsワークスペース

• 保持時間ウィンドウ定義に使用できたのは、小数点以下2桁のみだった。(BLT-1579)

• LibraryViewTM
ソフトウェアデータベースとの通信問題が原因で、お客様がAnalyticsワーク

スペースを開くことができなかった。(BLT-2110)

• Calibration Curveペインが赤の十字を示した。(BLT-2175)

• ワークスペースへの更新に遅延があった。たとえば、Results Tableで異なるコンポーネン
トが選択されていた時にCalibration Curveペインの更新が遅かった。また、Reportable
チェックボックスがオフまたはオンの時にResults Tableの更新が遅かった。(BLT-2336)

• ライブラリのエクスポートに管理者のアクセス権が必要とされた。(BLT-2439)

• ユーザーがライブラリにスペクトルを追加しようとした時に、ライブラリ内に似た名前の
化合物が既に多数存在していると、新しい化合物を作成するように求められた。ただし、

同じ名前の化合物がライブラリに既に存在していたため、化合物を作成できなかった。
(BLT-2452)

• 入力列の更新時に、組み合わされたルールに基づく計算列が自動的に更新されなかった。
(BLT-2533)

• PeakReviewペインが外されていてアクティブの時に、F4ショートカットキーを押しても
ピーク積分の追加も削除も行えなかった。(BLT-2551)

• 現在測定中のサンプルを含むResults Tableの処理中に遅延が発生した。(BLT-2560)

• 表の表示設定（cset）ファイルをインポートすると、Component Nameの列が表の右側
近くに移動した。(BLT-2564)

• 複雑なIFステートメントの中でテキスト（数値以外）の比較を行うと、結果が一致しない
ことがあった。(MQ-8268)

• ソフトウェアは、式の列名または値のスペルミスを検査しなかった。(MQ-8412)

• Quality ControlとDouble BlankのサンプルタイプがIFステートメントの中で認識されな
かった。(MQ-8549)

• 式のテキスト文字列にセミコロン(;)が含まれていた場合に、式が正しく処理されなかっ
た。(MQ-8670)

• 複数のResults Tableが開いていて、Results Tableに3つ以上の変更が加えられていた場
合、Results Tableへの変更が適用されないことがあった。(MQ-8696)

SCIEX OSパッチ

ソフトウェアには、これらのパッチに含まれていた修正が含まれています。

5 / 512021年6月RUO-IDV-03-1821-JA-S

SCIEX OS 2.1.6リリースノート



• SCIEX OS 2.0 Patch for Agilentの測定の問題:断続的に、Agilentデバイス構成による測定
が失敗し、“Sample acquisition was stopped because of a system error”というエラーメッ
セージが返される場合がある。(BLT-2160)

• SCIEX OS 2.0.1 Patch for Agilentのカスタムウェルプレート。ソフトウェアは、サポート
されているAgilentマルチサンプラー: G5668AおよびG7167(A,B)用に定義されたカスタマ
イズされたウェルプレートをサポートしなかった。(BLT-3422)

• SCIEX OS 2.0.1 Patch for Shimadzu Plate Layout:

• Reversed Deep Well 96プレートレイアウトは、Shimadzu LC30-ACオートサンプラー
向けにサポートされていなかった。このレイアウトは96 Deep Well Plateと似ている
が、バイアルのナンバリングは左下から始まり、行は左から右にナンバリングされる。
(BLT-2446)

• Plate LayoutダイアログはShimadzu SIL-30ACMPオートサンプラーに利用できなかっ
た。(BLT-2496)

使用上の注意と既知の問題

使用上の注意

• Windows Updateを行う際、ユーザーは必要なアップデートのみをインストールする必要
があります。アップデートは、システムがデータを取得していないときにスケジュールし

てください。ソフトウェアの機能に影響を与える可能性があるため、ユーザーはオプショ

ンの更新プログラムをインストールしないでください。

注： SCIEX OSはWindows 10 HotFix 2をサポートしていません。(BLT-2320)

• バッチが開始されると、SCIEX OSはWindows Updates、Windows Defenderウィルスス
キャン（Windows 10）およびSymantec Endpointウィルススキャン（Windows 7）のイン
ストールを停止します。データを収集しない時に更新やウィルスのスキャニングを実施す

るように、スケジュールを設定してください。

• パフォーマンスの問題やデータの破損を防止するため、サンプル取得中にはデフラグや
ディスククリーンアップなど、コンピュータのメンテナンス手順を実行しないでくださ

い。

• （Echo® MSシステム）MS Methodが作成されるとき、Spray Voltageデフォルトは4500
Vです。

注：オープンポートフェイス（OPI）電極アセンブリの寿命を最大化するために、5000
V以下の値を使用することをお勧めします。
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• (Echo®MSシステム)ピークが狭いため、トランジションの数を最小化することをお勧めし
ます。使用するトランジションの数を4～6にすることをお勧めします。

• (Echo®MSシステム)複数のバッチでデータや結果のファイルに同じ名前を使用しないでく
ださい。それぞれの新しいバッチに使用するデータと結果のファイルは、必ず新しいもの

にしてください。

• （Echo®MSシステム）BatchワークスペースのInjectionVolume列に入力された値は、AE
メソッドで指定された排出量に置き換わりません。

• ネットワーク取得中にClearCore2が中断されると、中断時に取得中のサンプルの一部のサ
ンプルデータは、データファイルに書き込まれません。ローカル取得中にサービスが中断

された場合、サンプルデータの一部がデータファイルに書き込まれますが、破損として

マークされます。ClearCore2サービスが中断された場合、自動トリガー処理と決定ルール
処理も失敗します。

• 次の方法により、ユーザーはネットワークリソースを取得しながら、Explorerワークスペー
スでデータをリアルタイムで表示できます。

• SCIEX OSウィンドウ下部のData Acquisitionパネルを開きます。

• Queueワークスペースで、取得中のサンプルをダブルクリックして開きます。
(DS-1873)

注：サンプルがExplorerワークスペースで開いたままの場合は、サンプルがネットワー
クリソースに移動した後に、「File not found」というメッセージが表示されます。

• データファイルはSCIEXOS2.1.6で作成され、SCIEXOSバージョン1.3.1以前で取得され
たデータファイルに追加することはできません。(DS-1931)

• Batchワークスペースでサンプルの新しい結果ファイルを指定する場合、ユーザーは処理
方法も指定する必要があります。処理メソッドが指定されていない場合、Queueワークス
ペースのProcessingMethod列には*EmbeddedMethod*が含まれ、自動処理は失敗しま
す。(ONYX-4864)

• MultiQuantTMソフトウェアファイル（qmethod、qsession、およびcset）は、SCIEXOSの
Analyticsワークスペースで開けることも使用することもできません。ただし、テキスト
ファイルにエクスポートされたMultiQuantTMソフトウェアメソッドは、Analyticsワークス
ペースにインポートできます。

• ソフトウェアは、コンポーネントのイオン比を計算するのに、選択された回帰パラメータ
（面積または高さ）を使用しません。ソフトウェアは、Results Tableの最初のコンポーネ
ントに対して定義された回帰パラメータを使用して、Results Tableのすべてのコンポーネ
ントのイオン比を計算します。(MQ-5546)

• ターゲットを絞らないワークフローの場合、Results Tablesは150,000行に制限する必要が
あります。Results Tablesがこのサイズを超えると、SCIEX OSのパフォーマンスが大幅
に低下します。
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• AutoPeak統合アルゴリズムを使用する場合、ユーザーは特定のResults Table内のコンポー
ネントのコンテキストで計算されたすべてのパラメータを考慮する必要があります。ソフ

トウェアは各コンポーネントのAutoPeakモデルを作成し、このモデルはコンポーネント
のすべてのサンプルに使用されます。AutoPeakAsymmetryの計算パラメータは、コンポー
ネントのAutoPeakモデルのスキューに対する特定のスキューの比率を示します。(BLT-2030)

• データをWatson LIMSに転送する場合、ユーザーは転送が成功するまで待ってか
らSCIEX OSのConfirmをクリックする必要があります。転送が完了する前にConfirmを
クリックすると、転送のステータスがFailedと表示されます。

• 現在の監査マップテンプレートがワークステーションに適用されていても、Apply to
Workstationボタンがオンになりません。どの監査マップテンプレートが現在ワークス
テーションに適用されているかを判断するには、Audit Trailワークスペースを開きます。
(ONYX-3400)

• メソッドを変換する場合は、SCIEX OSインストールパッケージに含まれているバージョ
ンSCIEX OSからAnalyst®のSoftware Method Converterを必ず使用してください。
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一般的な問題

注問題

この問題は、Microsoft XPSビューアがコンピュー
タにインストールされていない場合に発生します。

ビューアはSCIEX OSインストールパッケージに
含まれています。インストールするには、次の手

順に従います。

1. 管理者としてコマンドプロンプトを実行しま
す:

a. WindowsタスクバーのType here to search
フィールドにcmdと入力します。

b. Command Promptを右クリックし、Run
as administratorをクリックします。

2. [管理者：コマンドプロンプト]ウィンドウで、
次のコマンドを入力し、Enterを押します。
dism /online /norestart /add-package
/packagepath:"C:\Program
Files\SCIEX\SCIEX
OS\Microsoft-Windows-Xps-Xps-Viewer-Opt-
Package~31bf3856ad364e35~amd64~~.cab"

注：コマンド全体を1行で入力します。

XPSビューアがインストールされると、進捗
バーバーが表示されます。

3. インストールが完了したら、コマンドプロンプ
トウィンドウを閉じます。

ガイド付きMRMを使用して、MS Tune
ワークスペース、チューニング中、また

はMS Methodワークスペースで作成さ
れたレポート（xps）ファイルを開くこ
とはできません。Windowsは、このタイ
プのファイルを開くことができないと報

告しています。

この問題を回避するには、SCIEX OSのAnalytics
ワークスペースを使用してデータを処理します。

（SCIEX 7500システム）長いファイル
パスを持つデータは、Analyst® 1.7.2ソ
フトウェアを使用して処理できません。

また、Analyst®1.7.2ソフトウェアでは、
このようなデータファイルのファイル

情報を完全に表示することはできませ

ん。(BLT-2246)
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注問題

ヘルプファイルがブロックされています。この問

題を解決するには、次の手順に従います。

1. ヘルプファイルを参照して右クリックし、
Propertiesをクリックします。

2. [プロパティ]ダイアログで、Unblockを選択し
ます。

3. OKをクリックします。

注： [プロパティ]ダイアログにこのチェックボッ
クスがない場合は、ヘルプファイルがブロックさ

れません。

ヘルプのコンテンツペインが空白になっ

ています。(BLT-2497)

この問題を回避するには、ファイルパスを短くし

てください。

(SCIEX 7500システム)ファイルパスが
128文字を超えるデータはAnalyst®ソフ
トウェアで処理できません。また、この

ようなデータファイルのファイル情報で

は、一部の項目が表示されません。
(ONYX-9408)

wiffデータは再処理できません。ExplorerワークスペースおよびAnalytics
ワークスペースのPeakReviewペインで
wiffデータの再処理中にエラーが発生し
ます。(ONYX-9450)
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機器に関する問題

注問題

カラムオーブンのWAITTIMEが手動で0に設定され
ている場合は、システムを平衡化し、カラムオー

ブンが設定温度に達してから10～15分待ってから
サンプルを提出するようにしてください。または、

WAIT TIMEを1から10までの任意の整数に等しい
値に設定してから、LCメソッドでWait for
temperature equilibration before runを選択しま
す。このオプションを選択すると、カラムオーブ

ンが設定温度に達した後、ソフトウェアはWAIT
TIMEで指定された時間待機してから注入を開始し
ます。

（ExionLCTM
システム、Shimadzu LC）

カラムが設定温度に達する前に注入を開

始します。

ハイスループット設定は現在サポートされていま

せん。

（Agilent LC）オートサンプラーではハ
イスループット設定はサポートされてい

ません。(ACQ-529)

サンプルの提出前に従属機器をオフにした場合、

LCシステムの状態はFaultにならなければいけない
ものの、実際にはスタンバイ状態になります。ユー

ザーがバッチをキューに再度送信しようとすると、

最初のサンプルは送信されますが、LCシステムが
Fault状態になるため送信はただちに失敗し、測定
も失敗します。この問題が発生した場合は、コン

ピュータを再起動して、ソフトウェアを再度開き

ます。

（ShimadzuLC）デバイスが回復してい
るときに誤ったデバイスステータスが表

示される。(ACQ-1410)

LCがFault状態にあるときにDirect Control用機器を
開いてClear Errorをクリックすると、機器は回復
しますが、ソフトウェアの状態はまだ障害と表示

されます。このエラーをクリアするには、状態パ

ネルのStandbyをクリックします。

（Shimadzu LC）Direct Controlを通じ
てエラーを回復しても、機器の信号灯が

Fault状態から更新されません。
(ACQ-1420)

システムを正しく機能させるには、機器の電源を

オフまたはオンにして、有効な機器リストの内容

と一致させます。

（Agilent LC）電源をオンにして接続し
た機器が、有効な機器のリストにある機

器と一致しない場合、LCメソッドが正
しく実行されません。(ACQ-1716)

バッチの予測される長さが、予測よりも長い可能

性があります。問題の発生を回避するには、12.5
Hz未満のサンプリングレートを使用してください。

（Shimadzu LC）Shimadzu PDAを使用
した長いバッチ（サンプリングレート

12.5 Hz以上）の実行中に、パフォーマ
ンスの問題が発生します。(ACQ-2037)
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注問題

これは、LCメソッドのUV検出器セクションで極性
が負に設定されている場合に発生します。問題の

発生を回避するには、極性フィールドで正の設定

を選択してください。

（ShimadzuLC）2つのUVチャンネルを
使用する取得の実行中、反転したUVデー
タが取得されます。(ACQ-2042)

この問題が発生した場合は、Standbyをクリック
してLCをReady状態に戻してください。

（Agilent LC）従属機器が障害から復旧
しReady状態になった後も、Agilent LC
でFault状態が表示されます。
(ACQ-2144)

この問題を回避するには、LCメソッド時間のStop
Timeフィールドの値が、LCメソッドを実行しなけ
ればならない最長時間になっていることを確認し

てください。

LCメソッドで、LCポンプまたはカラム
のオーブン温度表のグラジエントテーブ

ルの時間がMS Methodの時間よりも長
い場合、MS Methodの時間が終了する
とLC機器の実行が停止します。
（ACQ-2167/2088）

問題の発生を回避するには、PDA機器に正しいパ
ラメータが使用されていることを確認してくださ

い。

（ExionLCTMAC/ExionLCTMADSystems
およびShimadzu LC）PDAのデフォル
トパラメータは、LCメソッドへのアク
セス方法によって異なります。
(ACQ-2176)

これはAgilent LCの問題です。この問題を回避する
には、手動で流量を入力し、コンマを小数点記号

として使用してください。

（Agilent LC）LCグラジエントグリッド
の流量をコピーすると、小数点記号とし

てのコンマが無視されます。(ACQ-2191)

この問題を回避するには、機器の障害をクリアし、

Agilent機器を一度無効化してから再度有効化しま
す。

（Agilent LC）機器が有効化の最中に
Fault状態になっても、そのFault状態が
正しく反映されません。(ACQ-2195)

いくつかのケースで、機器が手動で追加される際

に、Test device機能が動作しません。この問題を
回避するには、Autoconfigを使用して機器を追加
します。

いくつかのケースで、機器が手動で追加

できない。(ACQ-3014)

4つ目の洗浄溶剤を追加し、各洗浄液の量を減らし
て、洗浄時間を短縮します。

1つ、2つ、または3つの洗浄溶剤を選択
した場合、洗浄は行われません。
(BLT-1212)

該当なし（Shimadzu LC-40）スタンバイ状態に
なった後、またはシステムが停止した

後、最後の平衡化手順またはLCメソッ
ドで設定された温度に戻ります。
(BLT-2300)
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注問題

この問題が発生した場合は、Direct ControlでStart
をクリックして、CDSの状態をFaultからRunning
に変更し、CDSのFault状態をオフにします。

CDSなどの機器に障害が発生しても、
右状態パネルのStandbyボタンがアク
ティブにならないため、ユーザーがエ

ラーをクリアできなくなる。
(MSCS-1314)

質量分析装置がReadyまたはIdleの状態になった
ら、再度デバイスを起動します。

質量分析装置が有効化に失敗した場合、

またはFault状態のときに有効化された
場合、質量分析装置の質量モードは表示

されません。(MSCS-2065)

SCIEXOS1.7をインストールした後、ClearCore2
サービスを停止し、SCIEX OS 2.0インストール
パッケージのInstallフォルダからC ++再配布可能
(vc_redis*.exeファイルをインストールします。

SCIEX OS 2.0からSCIEX OS 1.7にダウ
ングレードした後、ユーザーはDevices
ワークスペースでSCIEX X500 QTOFシ
ステムを構成できない。(MSCS-2286)

この問題は、Windowsのリージョン設定がEnglish
(United States)以外の形式に設定されている場合
に発生します。このエラーを回避するには、

『Software Installation Guide』の指示に従って
Windowsを構成します。

LCシステムのDevice Detailsダイアログ
に情報がない。(ON-2069)

この問題は、次のオプションのいずれか、両方が

選択されている場合にサンプルバイアルが欠損し

ている場合に発生します。
• If a sample is missing, then proceed to the

next sampleQueue Settingsページ。

• Ignore missing vesselDirect Controlダイアロ
グ。

これらのオプションのどちらも選択されていない

場合、システムはFault状態になり、サンプルは失
敗します。

このエラーを回避するには、これらの両方のオプ

ションをクリアしてから、すべてのバイアルが存

在することを確認します。

（Agilent LC）サンプルバイアルが欠損
している場合、システムは欠損している

バイアルを認識できず、空気を注入しま

す。(ONYX-4849)

ApexおよびAll in Peakスペクトルモードはサポー
トされていません。別のモードを使用してくださ

い。

（Agilent LC）Agilent G7121B 1260
Infinity II FLDスペクトルモジュールから
のリアルタイムDADデータは、spectrum
モードがApexまたはAll in Peakに設定さ
れている場合は記録されません。
(ONYX-4998)
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注問題

信号A励起がゼロオーダーに設定されている場合、
PMTゲインを6以下に設定します。

（AgilentLC）信号A励起がゼロオーダー
に設定され、光電子増倍管（PMT）ゲ
インが6より大きい値に設定されている
場合、Agilent G7121B 1260 Infinity II
FLDスペクトルモジュールが使用されて
いるとき、システムは読み込み中または

平衡状態のままです。(ONYX-4999)

該当なしユーザーがLCMethodワークスペースで
F1を押すと、SCIEX OSヘルプシステ
ムとLCシステムのヘルプの両方が開く。
(ONYX-7149)

この問題は、ユーザーが測定用コンピュータから

ログオフせずにリモートデスクトップセッション

を切断して再接続した場合に発生します。この問

題を回避するには、次のいずれかの方法を使用し

ます。

• 測定用コンピュータからログオフしてから、再
度ログオンします。

• リモートデスクトップアプリケーションでフル
スクリーンモードを使用します。

• 測定用コンピュータの分解能を修正します。

• 測定用コンピュータで詳細なステータスを直接
表示します。

リモートデスクトップアプリケーション

を使用して測定用コンピュータにアクセ

スすると、次の問題が発生する可能性が

あります。

• LC Methodワークスペースでは、一
部のパラメータが表示されません。

• LCシステムの詳細ステータスダイア
ログで、一部のLCパラメータが表示
されない。

(ONYX-7153/ONYX-8048/ONYX-8185)

該当なし（Shimadzu LC）NexeraMikros LCポン
プは、最大圧力限界に達してもFault状
態になりません。(ONYX-7794)

次のサンプルの実行が開始されるのを待ってから、

詳細ステータスダイアログをもう一度開いてTime
を表示します。

ダイバーターバルブの詳細ステータスダ

イアログで、システムが平衡状態および

負荷状態にあるときにTime値が正しく
ない。(ONYX-7831)

LCシステムのパフォーマンスは影響を受けません
が、ポンプはデータファイル、ログ、および監査

証跡で誤って識別されます。

（Shimadzu LC）Shimadzu Nexera
Mikros LCポンプは、デバイス構成で
LC-20ABポンプとして誤って識別され
ます。(ONYX-8030)
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注問題

バッチを保存して再度開き、プレートレイアウト

ダイアログにプレート名を正しく表示します。

（Shimadzu LC-40）プレートレイアウ
トダイアログで、ユーザーが複数のプ

レートでラックタイプを構成している場

合、プレートの構成を終了して次のプ

レートを選択すると、構成されたプレー

トの名前が<Unassigned>に変わりま
す。(ONYX-8441)

調整手順を開始する前に、シリンジポンプを手動

で開始します。

SCIEXOSは、チューニング中に外部シ
リンジポンプを自動的に開始および停止

しない。(ONYX-8459)

該当なし(ZenoTOFTM 7600システム) Detailed
StatusペインのOptiFlow® Turbo Vイオン
源の名前が正しくありません。
(ONYX-10450)

• Echo®MSシステムがSCIEXOSで設定されてい
る場合は、決定ルールを使用しないでくださ

い。

• Echo® MSシステムがアクティブな時は、LCシ
ステムをアクティブにしないでください。

• Echo® MSシステムがアクティブな時は、MS
Tuneワークスペースでチューニングを行わない
でください。

SCIEX 6500+システムのチューニングは、
IonDriveTM Turbo Vイオン源および関連付けられた
プローブを使用して実行されます。

(Echo® MSシステム)以下の制限事項が
適用されます。

• Echo® MSシステムの使用時に決定
ルールが正しく機能しません。

• Echo®MSシステムを使用する構成で
はLCシステムを使用できません。

• Echo®MSシステムが設定されている
場合、MS Tuneワークスペースを使
用できません。

(ONYX-10636)

該当なし（Waters LC）Explorerワークスペース
に表示されるSample InformationにLCデ
バイスのプロパティとメソッド情報があ

りません。(ONYX-11604)

詳細な実行ログファイルが不要な場合は、RunLog
LevelをNormalに設定します。

(Echo® MSシステム) Run Log Levelを
Diagnosticに設定するとシステムのパ
フォーマンスに影響します。(OPP-399)
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注問題

ユーザーインターフェースのみの問題です。シス

テムの機能は影響を受けません。

(Echo® MSシステム)ポンプの停止後、
断続的に、移動相に表示される流量がゼ

ロになりません。(OPP-412)

Optimize ejection sequence of batch samplesが
クリアされている場合、列-サーペンタインのシー
ケンスにおけるサンプルのエジェクションはお勧

めしません。

(Echo® MSシステム)列-サーペンタイン
のサンプリングシーケンスを使用してい

る時に問題が発生する場合があります。

• 液滴キャプチャのドロップアウトレー
トが高くなり、再現性が低下するお

それがあります。

• Y軸に沿った持続的な進む/戻る動き
から追加のロードが発生すると、や

がては動作機構にストレスが生じる

おそれがあります。

(OPP-211)

取得における問題

注問題

行を削除するには、行を選択して右クリックし、

Delete Rowsをクリックします。
(Echo®MSシステム) Plate Layoutダイア
ログでエントリを削除しても、行は

Batchワークスペースから削除されず、
一部のフィールドが残ります。

Windowsタスクバーの SCIEX OSアイコンをク
リックして、SCIEX OS ウィンドウを復元しま
す。

(Echo® MSシステム)ユーザーが Plate
Layoutダイアログを閉じる
と、SCIEX OSはWindowsタスクバー
に最小化されます。
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注問題

問題を回避するには、PDFactoryオプションでは
なく、XPSオプションを使用して印刷します。

BatchおよびQueueワークスペースで、
PDFactoryオプションを使用するプリン
トアウトには以下の問題がある。

• PDFactoryで生成されたレポートに、
メソッド名、サンプル名、サンプル

ID、バーコードなどを示す数値が含
まれていない（その名前が番号であ

る場合）。(ONYX-2236)

• XPSとPDFactoryを横向きモードで使
用したレポートの印刷は予測どおり

に機能しますが、PDFactoryを縦向き
モードで使用すると、最初のページ

の最後の2列が省略され、バッチが印
刷される時間が切り捨てられる。
(ACQ-1275)

この問題が発生した場合は、ソフトウェアを再起

動します。

バッチワークスペースでは、メソッドが

別のプロジェクトからコピーされた場

合、利用可能なMSおよび LCメソッド
のリストが不完全になる。(ACQ-2127)

この問題を回避するには、Tabキーを使用してセ
ル間を移動しないでください。セルの内容をすべ

て削除してから、再度Data Fileを入力します。

DataFileがセルの中央にあり、ユーザー
がShift+Tabを押して次のセルに移動す
ると、エラーが表示され、バッチを送信

できない。(ACQ-2135)

SWATH®
および MRM HR メソッドを使用した手

動での取得中は、ユーザーインターフェースでイ

オン源ガスおよび温度パラメータを編集できます。

ただし、ユーザーが行った変更は質量分析装置に

更新されず、変更はそのサンプルのサンプル情報

に記録されません。

（SCIEX X500 QTOFシステム）イオン
源パラメータが質量分析装置に更新され

ない。(ACQ-2177)

この問題を回避し、エラーをクリアするには、

Direct Control機能を使用してシリンジを起動しま
す。

Standbyを選択すると、Harvardシリンジ
ポンプがFault状態になります。
(ACQ-2193)

この問題を回避するには、AutosamplerのTimeプ
ログラムテーブルに注入イベントを追加しないで

ください。

Shimadzu LCの使用時、Autosamplerの
Timeプログラムテーブルに注入イベン
トがあると、システムが注入を実行でき

ない。(ACQ-2242)
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注問題

以下を実行すると、UIに表示された列の一部がメ
ソッドのプリントアウトに表示されません。

1. MRM HRメソッドを作成する。

2. スキャンスケジュールを適用する。

3. 拡張パラメータを選択して表示する。

4. メソッドを保存してから印刷する。

この問題を回避するには、Letterサイズより大き
い用紙サイズを選択します。

(SCIEX X500 QTOFシステムと
ZenoTOFTM 7600システム) Scheduled
MRMHR

メソッドの場合、質量表の列が

印刷されない。(ACQ-2611)

次のいずれの方法でも問題を回避できます。

• MSMethodワークスペースで手動取得を完了し
てから、キャリブレーションサンプルなしで

バッチを送信すると、サンプル間キャリブレー

ションは予測どおり機能します。バッチ内の最

初のサンプルは、後続のサンプルをキャリブ

レーションする参照リストを生成するために使

用されます。

• 手動取得中にキャリブレーションサンプルを使
用してバッチを送信すると、サンプル間キャリ

ブレーションは質量精度ドリフトが観察されず

に予測どおり機能します。

（SCIEX X500 QTOF システム）手動
チューニングでは、キャリブレーション

サンプルなし（つまり、CDS または LC
自動キャリブレーションなし）でバッチ

を送信すると、手動の MS メソッド取
得によるイオンが最初のサンプルとバッ

チ内にある後続のすべてのサンプルのサ

ンプル間 DBC 参照リストとして使用さ
れる。手動取得に使用したMSMethodと
バッチで送信したMSMethodの間で質量
範囲、極性などに不一致がある場合は、

バッチ内にあるすべてのサンプルの質量

精度ドリフトにより、サンプル間キャリ

ブレーションが失敗する。(ACQ-2834)

Iメソッドを閉じてから再度開きます。ユーザーがMS Methodを開くと、Print
ボタンは使用できない。(ACQ-3301)

測定メソッドからインポートされる情報は、小数

第2位までの質量精度で示されます。処理メソッ
ドの質量精度の計算に使用される式では、小数第

4位までの結果が生成されます。そのため、この2
つのメソッドからは一貫性のない結果が提示され

ることがあります。

測定メソッドおよび処理メソッドからの

インポート中に一貫性のない動作が発生

し、そのために信頼性の低い評価結果が

生成される。(BLT-284)

メソッドを保存してから閉じ、再び開きます。（SCIEX X500 QTOFシステム）MRM
HRメソッドで、MS Methodワークス
ペースでメソッド期間が変更されると、

保持時間を検証できない。(BLT-961)

バッチの安定性を高めるために、Signalモードで
DADを使用します。

スペクトルモード内でのDADでのデータ
取得時にバッチ実行が失敗した。
(BLT-978)
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この問題を回避するには、DAD取得の頻度を下げ
るか、取得の完了後にデータを点検します。

DADパネルのリアルタイム更新が、メ
ソッドで選択された応答時間よりも遅い

ことがある。（DS-853）

問題を回避するには、Explorerワークスペースを
使用して取得後のデータを検査します。

リアルタイムのUVデータ収集中に、
XWCグラフとTWCグラフの間でピーク
のラベル表示が一致しない。(DS-1262)

このソフトウェアバージョンでは、これらのフィー

ルドの定義は変更されています。再度入力してく

ださい。

（Agilent LC）SCIEXOS 1.2以前で作成
されたバッチを開くと、Rack code、
Rack position、Plate codeなどのLC情
報が失われる。(DS-2186)

この問題が発生した場合は、Direct Controlダイア
ログでWash Modeオプションをオフにします。

(SCIEXX500QTOFシステム)ソフトウェ
アが応答しなくなった後も、CDSは洗浄
モードのままになる。(MSCS-666)

APCIプローブの使用時には、イオン源ガス2の設
定が特定の値でなければならないというユーザー

メッセージが表示されます。ユーザーメッセージ

に含まれるイオン源ガス2の設定は無視してくだ
さい。

ユーザーメッセージにイオン源ガス2の
設定が含まれている。(MSCS-943)

このエラーは、取得に影響は与えません。メッセー

ジをキャンセルすれば、取得は続行されます。

(SCIEX X500 QTOFシステム)プローブ
が変更されると正しくないメッセージが

表示される。(MSCS-972)

sMRMトリガーでScheduledMRMTM
アルゴリズム

を使用するIDAサーベイスキャンで包含リストを
使用しないでください。

(SCIEX7500システム) sMRMトリガーを
使用してScheduledMRMTM

アルゴリズム

を使用するサーベイスキャンを使用する

IDAメソッドでは、Inclusion listは使用
されない。(MSCS-2270)

• ループされたScheduled MRMTM
アルゴリズム

の実験でsMRMトリガーをオフにします。IDA
強度しきい値は、MRMサーベイスキャンの候
補質量に適用されます。

• MRMサーベイスキャンを変更して、代わりに
Scheduled MRMTM

を使用するようにし、目的

の化合物の保持時間を0に設定します。IDA強度
しきい値は、サーベイスキャンの候補質量に適

用されます。

(SCIEX 7500システム) MRMサーベイス
キャンを使用したIDA実験が、sMRMト
リガーが適用されたScheduledMRMTM

ア

ルゴリズムを使用する別の実験とループ

する場合、IDA基準のIntensity threshold
exceedsフィールドで指定されたトリ
ガーしきい値は、MRMサーベイスキャ
ンの候補質量に適用されない。
(MSCS-2283)
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EADフラグメンテーションを使用する場合は、蓄
積時間が反応時間の3倍以上である必要がありま
す。使用しない場合は、データが取得できません。

この問題を解決するには、蓄積時間を増やします。

(ZenoTOFTM 7600システム) EADフラグ
メンテーションモードでは、データは取

得されません。(MSCS-2527)

アルゴリズムは正しいプレカーサーを選択するた

め、取得されたデータは正しいです。

(SCIEX X500 QTOFおよびZenoTOFTM

7600システム)質量不一致IDA基準で、
ネガティブ質量不一致値が正しくない記

号で表示される。(MSCS-2537)

この問題は、Turbo VTM
イオン源からOptiFlow®

Turbo Vイオン源に変更した場合に発生する可能
性があります。デバイスを無効にしてから、再度

有効にしてください。

(ZenoTOFTM7600システム) NANOプロー
ブを備えたOptiFlow®Turbo Vイオン源が
インストールされており、接点閉が有効

になっている場合、自動キャリブレー

ションは使用できません。(MSCS-2543)

問題を回避するには、IDAを実行する前に、Google
更新サービス（gupdateとgupdatem）（システム
にある場合）および、Windowsバックアップが無
効になっていることを確認します。

IDA測定時に潜在的延長時間がランダム
サイクルに追加される。(ONYX-1764)

ユーザーフェイスは更新されませんが、パラメー

タは正しいものが使用され、ファイル情報にも反

映されています。

（SCIEX X500 QTOFシステム）キャリ
ブラントを流す際、MSMethodワークス
ペースが更新されず、正しい情報が表示

されない。(ONYX-2127)

この問題は、テキストエディタを使用してコンマ

（、）で区切られた列をcsvファイルの行に追加
し、コンマと列のテキストが他の行に追加されな

い場合に発生します。

1. 質量表をcsvファイルにエクスポートします。

2. エクスポートしたファイルをMicrosoft Excelで
開きます。

3. 質量表を編集します。

4. 更新されたcsvファイルを保存します。

5. ファイルを再度インポートします。

MS Methodの質量表にcsvファイルをイ
ンポートする場合、インポートファイル

の列数が質量表の列数よりも多い場合、

エラーメッセージは表示されない。
(ONYX-5216)
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質量表のコンテンツを削除するには、次のいずれ

かの方法を使用します。

• テキストを削除するには、Backspaceキーを使
用します。

• セルをダブルクリックして編集モードに入り、
Deleteキーを使用します。

次に、必要に応じて新しいテキストを入力します。

MSMethodワークスペースで、ユーザー
がMSMethodの質量表を編集していると
きに、Deleteキーが機能しない
(ONYX-5467/ONYX-7384)

不足しているコンポーネントを手動でバッチに追

加します。

Excelスプレッドシートなどのファイル
から行をコピーしてから、Batchワーク
スペースのグリッドに貼り付けると、一

部のコンポーネントがグリッドに追加さ

れない。(ONYX-6068)

この問題を回避するには、既存の行の上に貼り付

けるのではなく、空の行を挿入してその中に新し

い内容を貼り付けます。次に、既存の行を削除し

ます。

Batchワークスペースの既存の行に行を
貼り付けると、コンテンツが正しく貼り

付けられない。(ONYX-6083)

MS Methodのリストが空の場合は、破損したメ
ソッドを見つけて削除します。

AcquisitionMethodsフォルダに破損した
MS Methodが含まれている場合、Batch
ワークスペースのMS Method列で選択
できるMSMethodがない。(ONYX-6795)

該当なしオプションStop after the current tasks
are completedでキューを停止すると、
取得は完了しますが、処理は開始されな

い。(ONYX-6802)

最初のサンプルが処理されると、結果ファイルが

作成され、ProcessingMethod列で指定された処
理方法が新しい結果ファイルに埋め込まれます。

したがって、再注入されたサンプルに指定された

埋め込み方法は、最初のサンプルに指定された処

理方法と同じです。

Queueワークスペースでは、決定ルール
処理の結果として再注入されたサンプル

は、元のサンプルに関連付けられた処理

方法の名前ではなく、Processing
Method列に *Embedded Method*と表
示される。(ONYX-6896)

ピークスプリットは、データが取得された後に実

行されます。前の取得中にファイルに書き込まれ

たピークをシステムが分割している間に、後続の

バッチがデータをファイルに取得している場合、

リソースの競合が発生します。この問題を回避す

るには、各バッチのデータを個別のデータファイ

ルに書き込みます。

（Echo® MSシステム）連続するバッチ
が同じデータファイルにデータを保存す

ると、ピークスプリットが失敗し、自動

処理が失敗します。(ONYX-6904)
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IDAデータの取得中は、リモートデスクトップを
使用して測定用コンピュータを制御しないでくだ

さい。

IDAデータの取得中に測定用コンピュー
タがWindowsリモートデスクトップで制
御されている場合、取得パフォーマンス

が低下し、データポイントが失われる可

能性がある。(ONYX-7491)

メソッドを印刷する前に PDFファイルを閉じる
か、別のファイル名で保存してください。

現在開いているPDFファイルにメソッド
を印刷しようとすると、エラーが発生し

ます。(ONYX-7813)

負極性でMS3実験のAF2にデフォルト値を設定し
た場合、デフォルト値は保存されません。

AF2のデフォルト値を負極性で保存するには、最
初に、負極性に必要なAF2値で正極性を構成しま
す。その後、負極性に変更し、デフォルト値を保

存します。

(QTRAP®
システム)負極性のMS3実験で

は、AF2のデフォルト値は設定できな
い。(ONYX-8041)

処理方法に適用されていない複合フラグ設定ルー

ルを選択した場合、決定ルールの処理はキューで

実行されません。

決定ルール設定ダイアログで、処理方法

が選択されている場合、FlaggingRules
フィールドのリストには、処理方法で定

義されているが適用されていない複合フ

ラグ設定ルールが含まれている場合があ

ります。つまり、Apply Ruleチェック
ボックスは選択されていない。
(ONYX-8352)

スキャン時間が長すぎると、ScheduledMRMTM
ア

ルゴリズムを使用するMSメソッドのDurationが
無効になる場合があります。メソッドを保存しよ

うとすると、エラーメッセージが表示され、

Durationフィールドにエラーアイコンが含まれま
す。有効なメソッドの期間を指定し、期間を不正

なメソッドの期間に戻してからメソッドを保存す

ると、メソッドは正常に保存されます。

メソッドを保存する前に、正しいメソッド期間を

決定してください。

ScheduledMRMTM
アルゴリズムを使用す

るMSメソッドは、無効なメソッド期間
で保存できる。(ONXY-8443)

印刷前にPrint（印刷）ダイアログでドキュメント
の向きを横向きに変更します。

(SCIEXX500QTOFシステム)Scheduled
MRMHR

メソッドが印刷される場合、レ

ポートには質量表のすべての列が含まれ

ているわけではない。(ONYX-8563)
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CEの正しい値が取得に使用されます。(SCIEX 7500システム)衝突エネルギー
（CE）パラメータの極性が、負のIDA実
験の極性で誤って表示される。
(ONYX-8566)

OKをクリックします。(SCIEX7500システム)前述のすべてのス
テップを順番に完了しなかった場合、ス

テップ5（衝突エネルギーの最適化）中
にエラーが表示される。(ONYX-8568)

該当なし(SCIEX 7500システム)複数のトランジ
ションの保持時間と滞留時間が同じであ

る場合、(s)MRMPlotsダイアログのDwell
Timeグラフのツールチップには最後の遷
移のみが表示される。(ONYX-8621)

あるバージョンのSCIEX OSでデータを取得する
と、別のバージョンのSCIEX OSでデータがデー
タファイルに追加されます。wiffデータファイルに
記録されているソフトウェアバージョンは、

Analyst®ソフトウェアのSample Informationに示さ
れているように、正しくありません。以前のソフ

トウェアバージョンは、File Infoセクションに表
示されます。

異なるバージョンのSCIEX OSでデータ
を取得した場合、wiffデータファイルの
Sample Informationに表示されるソフト
ウェアバージョン情報は正しくありませ

ん。(ONYX-9522)

該当なし(ZenoTOFTM 7600システム) PeakView®

ソフトウェアのサンプルのSample
Informationに表示されるサイクル数とサ
イクル時間は、Scheduled MRMHR

アル

ゴリズムで取得されたwiffファイルに対
して正しくありません。(ONYX-10623)

SCIEX OSを閉じて、もう一度開きます。選択リ
ストには、現在のプロジェクトの処理方法と結果

ファイルが含まれています。

SCIEX OS 1.6以前のバージョンで作成
したバッチをBatchワークスペースで開
くと、Processing Methodおよび
Results File列の選択リストが空になり
ます。(ONYX-11275)

キャリブレーションパラメータは、Analyst®TFソ
フトウェアとSCIEX OSによって異なる方法で記
録されます。wiffファイルは、Analyst® TFソフト
ウェアモデルに従います。

(ZenoTOFTM 7600システム) wiffファイル
内のサンプルのTOF質量キャリブレー
ションパラメータがwiff2ファイル内のパ
ラメータと一致しません。(ONYX-11356)
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1. メソッドを保存して閉じます。

2. メソッドを開きます。

3. [Advanced]タブでExperiment schedulingを
クリアします。

ループ実験は予定外として表示されます。

(SCIEX X500 QTOFシステムと
ZenoTOFTM 7600システム)複雑なスキャ
ン、IDA、SWATH、MRMHRでループ実
験を作成すると、実験のスケジュールを

指定していないにもかかわらず、ループ

実験がスケジュールされた実験として表

示されます。(ONYX-11359)

メソッドを保存して再度開くと、整数以外の値は

「0」に置き換えられますが、整数以外の値を考
慮した上で正しくデータを取得しています。

(SCIEX X500 QTOFシステムと
ZenoTOFTM 7600システム)ユーザーは整
数以外の値をExclude former candidate
ionsのForフィールドに入力できます。
(ONYX-11383)

ネットワークリソース上のwiffファイルへのデー
タの追加は、次の条件下で失敗します。

• wiffファイルには、Analystソフトウェアのデー
タが含まれています。

• wiffファイルには、破損データが含まれていま
す。

• wiffファイルは読み取り専用です。

• ユーザーにはwiffファイルへの書き込みアクセ
ス権がありません。

• wiffファイルのサイズが2 GBを超えています。

SCIEX OSは、ネットワークリソース上
のwiffファイルにデータを追加できない
場合があります。(ONYX-11437)

データ、TOFMSTICのグラフ、個々のTOFMSMS
TICのグラフ、TOFMSのスペクトル、個々のTOF
MSMSのスペクトルは、Explorerのワークスペー
スとPeakView®

ソフトウェアですべて同一です。

IDA合計のTOF MSMS TICのグラフは、
Explorerのワークスペース（wiff2）と
PeakView®

ソフトウェア（wiff1）では異
なります。(ONYX-11599)
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問題が発生した場合は、次のいずれかの操作を行

います。

• ソフトウェアを閉じてから再度開きます。

• 保存したバッチを開き、Plate Layoutダイアロ
グを使用して、そのバッチ内のWell Positions
を更新します。

(Echo® MSシステム)ユーザーがPlate
Layoutダイアログを使用してBatchワー
クスペース内のWell Positionsに入力す
ると、Well Positionsが入力されない場
合があります。この問題は、次の条件下

で発生する可能性があります。

• ユーザーがSCIEX OSを開いた後で
Batchワークスペースを初めて開く
時。

• ユーザーが空のバッチ内のWell
Positionsに入力を試みた時。

(ONYX-12525)

パフォーマンスを改善するには、Batchワークス
ペースグリッド内のウェルを削除します。グリッ

ド内のウェルを選択し、右クリックしてCutを選
択します。

(Echo® MSシステム)ユーザーがPlate
LayoutダイアログでRemoveAllをクリッ
クすると、ソフトウェアの応答が非常に

遅くなります。(ONYX-12726)

バッチに有効な処理メソッドが含まれていること

を確認してください。

(Echo®MSシステム)有効な処理メソッド
を持たないサードパーティの制御ソフト

ウェアによって測定バッチが送信された

場合、処理は失敗します。(OPP-287)

測定を開始する前に、移動相ボトルに、計画した

取得を完了するのに十分な移動相が含まれている

ことを確認してください。

(Echo®MSシステム)取得中に移動相の低
警告がトリガーされると、取得は失敗し

ます。(OPP-288)

ターゲット内の別の列を選択し、もう一度試して

ください。

(Echo® MSシステム)ユーザーがPlate
Layoutダイアログを使用してサンプル
ウェルをBatchワークスペース内のグリッ
ドに追加しようとすると、選択したウェ

ルを追加できません。(OPP-365)

ユーザーインターフェースのみの問題です。シス

テムの機能は影響を受けません

(Echo®MSシステム)Queueワークスペー
ス内のEst. Start Timeは、AEサンプル
については更新されません。(OPP-421)
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Analyticsワークスペースの問題
注問題

このエラーは、プロジェクトのルートディレクト

リがAnalyst®ソフトウェアのルートディレクトリと
して使用されている場合に発生します。Analyst®ソ
フトウェアは、ルートディレクトリの

Default/Project Informationフォルダに次のファイル
を1つ以上作成します。
• ProjectSettings.atd

• Default Audit Map.cam

• Project.atd

これらのファイルがProject Informationフォルダに
存在する場合は、削除します。

プロジェクトのルートディレクトリに

あるResults Tablesは開かない。

問題を回避するには、サポートされているテンプ

レートの1つを使用してください。デフォルトのテ
ンプレートを参照してください。

両方の画像要素を含むカスタムテンプ

レートとクエリを使用してcsvレポート
を作成した後は、Results Tableからレ
ポートを作成できない。(BLT-1507)

ターゲットを絞らないワークフローの場合、処理

を一度に20サンプルに制限します。
ターゲットを絞っていないワークフロー

が使用されている場合、SCIEXOSは処
理中に応答を停止する。(BLT-2069)

Analyst®ソフトウェアのExploreモードでデータを
開きます。

Analyst®ソフトウェアデータでは、LIT
スキャンにおいてQ3分解能が最大とし
て報告される。(DS-2220)

現在、ライブラリ検索ではグローバル設定のみが

参照可能になっています。

化合物固有の判定基準を参照できない。
(LBV-136)

csvレポートは、図が含まれない場合のみサポート
されます。

csvレポートは、グラフィックやロゴを
サポートしていない。(MQ-1361)

regression settingsフィールドは、選択したアルゴ
リズムと無関係ではありません。あるアルゴリズ

ムでregression settingsフィールドを変更すると、
他のアルゴリズムの対応するフィールドも変更さ

れます。問題を回避するには、アルゴリズムを切

り替える際に、アルゴリズムの必要に応じて

regression settingsを更新する必要があります。

プロジェクトのデフォルトページで1つ
のアルゴリズムのregression settingsを
変更すると、他のアルゴリズムの

regression settingsが更新される。
(MQ-1376)

この問題を回避するには、ライブラリをインポー

トする前に、ライブラリに名前を割り当ててくだ

さい。

名前のないライブラリをインポートす

るとエラーが発生する。(MQ-1379)
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注問題

Expected RTは、グループ内の各コンポーネント
について手動で変更できます。

グループに含まれる個々のコンポーネ

ントの予測保持時間（UpdateRetention
Time機能がGroupに設定されている場
合）が変更可能で、その結果グループ

内の予測保持時間と保持時間ウィンド

ウが一致しなくなる。(MQ-1511)

ソフトウェアではライブラリ検索とFormulaFinder
のスコアに加え、質量誤差、アイソトープ、およ

び保持時間のスコアを使用して合計スコアが計算

されます。これらのスコアを含めない場合は、そ

れぞれの加重をゼロに設定してください。

ライブラリ検索とFormula Finderのスコ
アが両方ともゼロ、または存在しない

場合に、合計スコアがゼロ以外の値に

なる。(MQ-1545)

問題の発生を回避するには、更新されたライブラ

リデータベースに基づいて手動で結果の再処理を

行ってください。

ライブラリをデータベースに追加また

はデータベースから削除しても、保存

したResults Tableが自動的に更新され
ない。(MQ-1684)

この問題が発生した場合は、保持時間、ピーク品

質、および積分を確認し、化合物が陽性か否かを

確認してください。

ライブラリ検索で、低品質のスペクト

ルから予測よりも高い純度が報告され

る。(MQ-1679)

LibraryView Package Builder 1.0で作成されたライ
センス化パッケージ用のライセンスは、手動で
C:\Program
Files\SCIEX\LibraryView\LibraryViewFramework\Server
にコピーする必要があります。

LibraryView Package Builderで作成され
たライセンス付きパッケージ用のライ

センスがC:\Program Files\AB
SCIEX\LibraryView\binに保存されてい
る。(MQ-1847)

レポートの作成には、ある程度時間がかかります。

PDFactoryの進行状況ウィンドウは常にバックグラ
ウンドで表示され、PDFの作成が進行中であるこ
とを示します。PDFactoryの進行状況ウィンドウを
表示させるために、SCIEXOSを含むすべてのウィ
ンドウを最小化できます。

Positive Hit templateを使用して2,500
行を超えるResults Tableから保護され
たPDFレポートを作成するために
PDFactoryを使用すると、ソフトウェア
が応答しないように見える。(MQ-1896)

問題を回避するには、IS名を手動で選択するか、
IS列を個別に貼り付けます。

Method EditorでIS名をコンポーネント
テーブルに貼り付けることができない。
(MQ-2193)

問題を回避するには、以前のバージョン

のSCIEXOSで作成されたメソッドを開かなければ
なりません。エラーが修正されない場合は、処理

時間が影響を受けることもあります。

ユーザーは、無効な方法でデータを処

理し、Results Tableを作成することが
できる。(MQ-2431)
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注問題

ピーク形状が良くないUV/DAD/ADCデータに対し
ては、AutoPeak積分アルゴリズムを使用しないで
ください。

UV、DAD、ADCデータ上でAutoPeak積
分アルゴリズムを使用した場合、処理

前にモデルが構築するのに長い時間が

かかる。(MQ-4421)

表に値を入力します。Concentration AcceptanceのUpper Limit
列の値、またはフラグ設定ルールのコ

ンポーネントタイプごとの値テーブル

をコピーしようとすると、エラーが発

生する。(MQ-5599)

S/Nを計算するには、Explorerワークスペースで平
均m/zスペクトルを開き、手動で再構成を行い、
ターゲットピークのS/Nを計算します。

注：この回避策には Biotool Kitのライセンスが
必要です。

1. PeakReviewペインで平均スペクトルを選択し
ます。

2. Open data exploration（ ）をクリックしま

す。

3. Bio Tool Kit > Reconstruct Proteinをクリッ
クし、分解能値を入力し、再構成パラメータを

指定して、再構成を実行します。

4. S/Nを手動で計算します。ソフトウェアユーザー
ガイドの『グラフ選択情報の表示』を参照して

ください。

Mass Reconstructionワークフローで
は、Results Tableに報告された信号対
雑音（S/N）値が、再構成されたピーク
に対して正しく計算されない。
(MQ-7073)

SCIEX7500システムなどの公称質量システムの場
合、XIC幅（ppm）はサポートされていません。
Use XIC width (Da).

処理方法のコンポーネントページのテー

ブル設定で、Mass (Da) and Width
(ppm)を表示するように設定した場合に
エラーが表示される。(MQ-7709)

関数名と一致しない名前を付けてください。計算列の名前を関数名と同じにするこ

とはできません。(MQ-8087)
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注問題

GETSTAT関数はActual Concentration値を使用し
て複製を識別しますが、統計ペインはユーザー指

定のNumber formatが適用された後にActual
Concentration値を使用します。たとえば、
Number formatが 0.00に設定されている場合、
5.001の濃度は[統計]ペインで 5.00として扱われま
す。

[統計]ペインに表示されるPercent CV
は、GETSTAT関数で計算されたパーセ
ント CVとは異なります。(MQ-8211)

OutlierReasons列を使用するフラグ設定ルールを
作成しないでください。

ソフトウェアは、Outlier Reasons列ま
たはOutlier Reasons列に基づく計算列
に基づくフラグ設定ルールをサポート

していません。(MQ-8295/MQ-8381)

メトリックプロットを更新するには、ResultsTable
で別のコンポーネントを選択した後、元のコンポー

ネントを再度選択します。

カスタムの式に基づいて列にメトリッ

クプロットを適用した場合、式の入力

を変更してもすぐにはMetric Plotに反映
されません。(MQ-8524)

式でAcquisition Date & Time列を使用しないでく
ださい。

Acquisition Date & Time列が式で正し
く処理されません。(MQ-8662)

BooleanのANDを表すには、"&&"を使用します。
BooleanのORを表すには、"||"を使用します。

数式エディタは、式の中でアンパサン

ド(&)とバー(|)が正しく使われていなく
ても、それを識別しません。(MQ-8837)

Boolean演算子に続くすべてのステートメントを必
ず確認してください。

式エディタは、Boolean演算子に続く構
文エラーを識別しません。(MQ-8839)

サンプル名にウェルの場所を含めます。名前とウェルの場所でサンプルを表示

すると時間がかかります。(ONYX-7457)

該当なしChemSpiderデータベースにはプロキシ
サーバーからアクセスできません。
(PV-632)
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Explorerワークスペースの問題
注問題

この問題が発生した場合は、Explorerワークスペー
スで処理が完了するのを待つか、データ収集中に

大量のデータを処理しないようにします。

Explorerワークスペースで大量のデータ
または複数のデータファイルを処理す

ると、ユーザーフェイスが応答を停止

し、サンプルキューが次のサンプルに

移動するまでに遅延が生じることがあ

る。(BLT-719)

このエラーは、選択されたイオンの構造がFormula
Finderで予測されたもので、Formula Finder設定
ダイアログの元素組成タブの正イオンのリストに

含まれていない場合に発生します。たとえば、m/z
1004のイオンの場合、Formula Finderは（M +
NH4）+に一致します。このイオンが検索する陽イ
オンのリストに含まれていない場合、一致するも

のが見つからないとエラーが発生します。

「要求されたアクションを完了できま

せんでした。データが完全であり、す

べてのフィールドに適切な値が含まれ

ていることを確認してください」とい

うエラーが数式ファインダに表示され

る。(BLT-1423)

この問題を回避するには、以下の手順に従います。

• File >ShowXICをクリックして、必要な実験の
XICを生成します

• 取得後のXIC/BPCを生成します。

• XICペインを閉じて再度開きます。

取得中にユーザーがデータを検索する

と、以下の問題が発生する可能性があ

る。

• スケジュールされたスキャンのXIC
およびBPCが予定時間より前に生成
された場合は、リアルタイムデータ

が取得後のデータと一致しない。
(DS-903)

• ExplorerワークスペースでMove to
nextまたはMove to previousを使用
してMS実験を切り替え、リアルタイ
ムで生成された抽出イオンクロマト

グラム（XIC）またはベースピーク
クロマトグラム（BPC）を表示した
場合、XIC / BPCペインには1つのポ
イントのみが表示される。
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注問題

この問題が起こり始めた場合は、取得が完了する

まで待ってから、データの探索を行ってください。

MSおよびDADDataAcquisitionパネルと
Explorerワークスペースのリアルタイム
グラフの不一致は、LCメソッドの持続
時間がMS Methodよりも長い場合に発
生する。このシナリオでは、UV、
DAD、またはADCチャンネルがLCメ
ソッド収集時間の終わりまで Explorer
ワークスペースでリアルタイム更新さ

れ続けても、MS Method持続時間の終
わりにMSおよびDADDataAcquisitionパ
ネルの更新が停止する。(DS-852)

Z軸（検出器の電圧）のラベルが不正確になってい
ます。問題を回避するには、Detector Optimization
Reportレポートまたはデータ収集パネルを使用し
て、検出器最適化プロセス中に取得されたデータ

を検査します。

Explorerワークスペースで、Detector
Optimizationデータが正しく表示されな
い。(DS-1044)

表示されている値は、ピークのセントロイドを表

すため、正確です。Fill Peaksをクリックすると、
ピークがよく見えるようになります。ピークラベ

ルは、対象となるピークの位置に関わらずその最

高点に配置されるため、ラベルの位置が不正確な

ように見える場合がありますが、値は正確です。

この問題が起こる場合は、取得が完了するまで待っ

てから、データの探索を行ってください。

Explorerワークスペースで、XICトレー
スの番号ラベルがまぎらわしい。
(PV-1009)
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注問題

以下の操作を行うと、エラーメッセージが表示さ

れます。

1. Explorerワークスペースにある別のペインで2
つのファイルを開いて、各ファイルのXICグラ
フを生成する。

2. 単一ペインでXICグラフを結合する。

3. XICペインで領域をハイライトし、ダブルクリッ
クしてスペクトルを生成する。

4. Process All Overlays?ダイアログが表示された
ら、AllOverlaidをクリックしてから、OKをク
リックする。

スペクトルの代わりに、「Incorrect Argument
- invalid cycle range」というエラーメッセージ
が表示される。

問題を回避するには、グラフが重なっているより

狭い領域を選択します。

XICのハイライト表示された領域からス
ペクトルを生成できない。(PV-1104)

この問題は、ワークフローに影響を及ぼしませんScheduled MRMTM
データファイルを開

き、サンプルを選択してロードした後、

Show Sample Informationをクリック
すると、IDA実験のサンプル情報が表示
されません。(PV-1330)
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MS Tuneワークスペース問題
注問題

マニュアルチューニング中は、最適化されたパラ

メータ値が保存されません。問題を回避するには、

マニュアルチューニングモードでチューニング手

順をすべて完了します。

(SCIEX X500 QTOFシステム)マニュア
ルチューニング中、SaveSettingsをク
リックしても最適化されたパラメータ

値がファイルに保存されない。
(ACQ-2519)

この問題を回避するには、開始および停止質量を、

Q1センター質量の範囲をカバーするように設定し
ます。

(SCIEX X500 QTOFおよびZenoTOFTM

7600システム) Q1の中心質量を選択し
ても、リアルタイムスペクトルの質量

範囲が正しく更新されない。(DS-915)

チューニング手順を再度実行してください。(ZenoTOFTM 7600システム) MS Tune
ワークスペースでキャリブレーション

が完了してから約5分以内に質量分析計
の電源を切ると、キャリブレーション

設定は失われ、以前に保存されたキャ

リブレーション設定が復元されます。
(MSCS-2627)
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レポーターの問題

注問題

このエラーは、TemplateContentControlManagerが
インストールされていないために発生します。次

の手順を実行します。
1. C:/Program Files/AB

Sciex/ReporterOfficeAddins/
TemplateContentControlManagerに移動しま
す。

2. TemplateContentControlManager.vstoをダブ
ルクリックします。

3. TemplateContentControlManagerがインストー
ルされている場合は、Closeをクリックします。
それ以外の場合は、Installをクリックして、画
面の指示に従います。

ユーザーがレポートテンプレートを編

集しようとすると、Microsoft Officeド
キュメントのカスタマイズエラーが発

生する。

該当なしユーザーがResults Tableを含むレポー
トを作成すると、カスタム列の値の最

後の桁は常に"0"になります。(MQ-1885)

レポートをもう一度作成してください。レポートテンプレートからFor Each
Sampleタグを削除すると、元に戻すこ
とはできません。(RPT-21)

ソフトウェアのインストールや有効化における問題

注問題

ソフトウェアの正しいバージョンがインストール

されていることを確認するには、SCIEX OSを開
き、Configuration > Aboutをクリックします。

セットアップウィザードとWindowsの
プログラムと機能のコントロールパネ

ルで、ソフトウェアのバージョン番号

が1.6.10ではなく1.6と誤って表示され
る。

sciex.com/request-supportに問い合わせます。ソフ
トウェアのインストールや削除は、必ず管理者が

実行する必要があります。

不正確なユーザーアカウントが使用さ

れている場合、SCIEXOSをインストー
ルできない。(BLT-340)
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注問題

SCIEXOSのインストールウィザードを2つ開いて、
2番目のインストールを続行しようとすると（1つ
目を閉じたかどうかに関わらず）、インストール

が失敗する。この問題を回避するには、必ず

InstallationWizardを1つだけ開いて、インストール
を続行してください。

Installation Wizardの複数のインスタン
スが開いている場合、SCIEXOSをイン
ストールできない。(BLT-341)

FIPSオプションが有効な場合、ソフトウェアのイ
ンストールも使用もできません。オプションは、

WindowsコントロールパネルのLocal Computer
Policy > Computer Configuration > Windows
Settings > Security Settings > Local Policies >
Security Optionsで利用できます。System
cryptography: Use FIPS compliant algorithms
for encryption, hashing, and signingを無効にし
ます。

WindowsでFederal Information
Processing Standards (FIPS)オプション
が有効な場合、SCIEXOSのインストー
ルが失敗する。(BLT-2193)

SCIEX OS 1.3インストールのバックアップがない
場合、

1. SCIEX OS 2.0を削除します。

2. LibraryViewTM Frameworkを削除します。

3. C:\ProgramData\SCIEX\フォルダの名前を変更
します。

4. C:\ProgramFiles\SCIEX\フォルダの名前を変更
します。

5. D:\SCIEX OS Data\フォルダの名前を変更しま
す。

6. SCIEX OS 1.3をインストールします。

SCIEX OSの再設定と、全メソッド、設定、ユー
ザーなどの再作成が必要です。

ソフトウェアがバージョン2.0からバー
ジョン1.3にダウングレードされると、
Batch、QueueおよびUserワークスペー
スは無くなる。(OFX-489)
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注問題

Setup.exeを使ってSCIEX OS 1.3以降を削除しよ
うとすると、Windowsのプログラムと機能か
らSCIEXOSのエントリが削除されます。ただし、
プログラムは残っているため、開くことができま

す。SCIEX OSを削除するには、SCIEX OSフォル
ダからSetup.exeを実行して、画面上の指示に従っ
てソフトウェアをインストールします。このプロ

セスによりSCIEXOSのエントリが、Windowsのプ
ログラムと機能のリストに戻ります。プログラム

と機能のリストを使って、SCIEX OS 1.3以降を削
除します。

Setup.exeを使ってSCIEXOS1.3以降を
削除しようとしてもできない。
(ONYX-2124)

この問題が発生した場合は、

1. LibraryViewTM
ソフトウェアがインストールされ

ている場合は削除します。

2. LibraryViewTMFrameworkがインストールされて
いる場合は削除します。

3. Microsoft SQL Server 2008の全コンポーネント
を削除します。

4. コンピュータをシャットダウンしてから再起動
します。

5. SCIEX OSをインストールします。

インストールの問題が解決しない場合は、
C:\Program Files\Microsoft SQL
Servier\MSSQL10_50.SQLEXPRESS
\MSSQL\DATA folderからLibraryView.mdfおよび
LibraryView_log.mdfファイルを削除する必要があ
る場合があります。

注：ライブラリはmdfファイルに保存されている
ため、これらのファイルを削除すると既存のライ

ブラリも削除されるため、再インストールが必要

となります。

SQLサーバーの問題また
はSCIEX OSFrameworkの問題が原因
で、LibraryViewTM

がインストールに失

敗する場合がある。(ONYX-2987)

この問題が発生した場合は、インストールパッケー

ジにある
Install/NDP472-KB4054530-x86-x64-AllOS-ENU.exe
を使用してインストールしてください。

.NET Framework 4.x (ONYX-8028)がイ
ンストールされていないコンピュータ

にSCIEXOSをインストールすると、エ
ラーが表示される。
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MS FW Updaterに関する問題
説明問題

質量分析装置のファームウェアを更新するには、

FirmwareUpdaterフォルダをD:\ドライブにコピー
し、その場所からユーティリティを実行します。

MS FW UpdaterユーティリティがDVD
から実行できない。(BLT-597)

SCIEXOS to Analyst® SoftwareMethod Converterの問
題

説明問題

この問題は、Method Converterの旧バージョンを
使用している場合に発生します。MethodConverter
はSCIEX OS 2.1.6のインストールパッケージに含
まれているバージョンを使用してください。

EMSスキャンを含んでいるメソッド
は、SCIEXOSから変換することができ
ない。(ONYX-12112)

デフォルトのテンプレート

その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし各サンプルについて、ファイル情

報、サンプル情報、分析試料Results
Table、および全分析試料と内部標
準が重なったクロマトログラムで構

成されたセクションが表示されま

す。分析試料Results Tableは、
Results Tableで表示されているよう
に印刷されます。定性分析の信頼信

号灯は、すべて表の先頭に示されま

す。

All Peaks Qual
（すべてのピー

ク品質）

これは、クエリ

（Analyte20percent.Query）が添付
されたレポートテンプレートの例で

す。

各分析試料について、ファイル情

報、および各ブランク、標準、QC
とすべての不明サンプルの20％に関
するXIC表のあるセクションを示す
レポート。

Analyte 20
percent Report
（20パーセント
のレポートを分

析）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし特定の分析対象物および関連する内

部標準のバッチ内のすべてのサンプ

ルのサンプル名、計算された濃度、

および外れ値を示す結果の表。

Analyte Summary
（分析試料概

要）

• [報告可能]チェックボックスがオ
フになっている標準は、データ

テーブルに報告されません。統計

は、報告可能ステータスの影響を

受けません。

• レポートには、Used列のステー
タスに基づいて、Analyticsワーク
スペースの[キャリブレーション
カーブ]ペインに表示および計算
された回帰方程式とグラフが表示

されます。

分析試料のファイル情報、統計表

（標準）、分析試料のキャリブレー

ションカーブを1ページずつ表示し
たレポート。

Calibration Curve
（キャリブレー

ションカーブ）

このレポートは、Mass
Reconstructionワークフローに固有
のものです。

各サンプルのResults Tableエントリ
を示すレポート。Results Tableに表
示されているすべてのカラムがレ

ポートに表示されています。レポー

トには、各サンプルと分析試料につ

いてのXICクロマトグラフ、平均ス
ペクトル、再構成スペクトルも含ま

れています。

インタクト定量

すべてのピーク

とグラフ

このレポートは、Mass
Reconstructionワークフローに固有
のものです。

各分析試料のResults Table項目、
キャリブレーションカーブ、統計

データを表示したレポートです。

Results Tableには、サンプル名、サ
ンプルタイプ、分析対象物名、実際

の濃度、面積、高さ、予測される

MW、MW、MWデルタ、計算され
た濃度、および精度が含まれます。

インタクト定量

分析試料の概要

とキャリブレー

ションカーブ
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

このレポートは、Mass
Reconstructionワークフローに固有
のものです。

すべてのサンプルのResults Tableエ
ントリを示すレポート。Results
Tableには、サンプル名、サンプル
タイプ、分析対象物名、実際の濃

度、面積、高さ、予測されるMW、
MW、MWデルタ、計算された濃度、
精度、および精度判断が含まれま

す。

インタクト定量

サンプルの概要

Reportableチェックボックスの状態
は、レポートの内容には影響しませ

ん。チェックボックスがオフの場合

でも、すべてのデータポイントが含

まれます。

各分析試料について、ファイル情報

と分析試料のピーク面積のメトリッ

クプロットで構成されたセクション

が表示される安定したレポートで

す。

Metric Plot（メト
リックプロッ

ト）

該当なし各分析試料について、ファイル情

報、サンプルResults Table、および
各サンプルのXIC表を含むセクショ
ンを表示するレポートは、8サンプ
ル未満の分析試料については、通

常、1分析試料につき2ページを印刷
します。

MQ Analyte
Report 1（MQ分
析試料レポート

1）

不明なものだけが報告されます。各分析試料について、ファイル情

報、および各サンプルのXIC表を含
むセクションを表示するレポート

は、8サンプル未満の分析試料につ
いては、通常、1分析試料につき2
ページを印刷します。

MQ Analyte
Report 2（MQ分
析試料レポート

1）

不明なものだけが報告されます。各分析試料について、ファイル情報

および不明のサンプル概要表のある

セクションを示すレポート。

MQ Analyte
Report 3（MQ分
析試料レポート

1）

不明なものだけが報告されます。不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。この表は、ページあたりの

サンプル数を増やすために2列で示
されています。

MQ_Analyte
Report
condensed table
（MQ分析試料レ
ポート要約表）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

不明なものだけが報告されます。各分析試料について、各サンプルの

ファイル情報、サンプルResults
Table、および小さいクロマトグラ
ムのあるセクションを示すレポー

ト。

MQ Analyte
Report with
chromatograms
（クロマトグラ

ムのMQ分析試料
レポート）

レポートには、ヘッダー情報、ロ

ゴ、およびページ番号のみが表示さ

れます

該当なしMQ Blank
Template（MQブ
ランクテンプ

レート）

PeptideQuantitationデータセットで
使用します。MultiQuantTMソフト
ウェアのユーザーガイドの2番目の
例である絶対定量の例を参照してく

ださい。

該当なしMQ Pep Quant

Reportableチェックボックスをオフ
にされている品質管理は、レポート

には含まれず、計算にも使用されま

せん。

ファイル情報、分析試料あたりのQC
概要表（20％よりも高いCVのある
値がハイライトされます）、および

QC詳細Results Table（80～120％
精度を外れる値がハイライトされま

す）を示すレポート。

MQQCSummary
1 with flags（フ
ラグ付きのMQ
QCサマリー1）

該当なし各サンプルについて、ファイル情

報、サンプル情報、IS情報、分析試
料Results Table、ISおよび各分析試
料を含むXIC表のあるセクションを
示すレポート。通常、8サンプル未
満の場合はサンプルごとに2ページ
を印刷します。

MQ Sample
Report 1（MQサ
ンプルレポート

1）

不明なものだけが報告されます。不明なサンプルごとに、ファイル情

報、TIC、サンプルの詳細、分析試
料XIC、および結果を表形式で含む
セクションを示すレポート。8サン
プル未満のサンプルでは、1サンプ
ルにつき通常2ページの印刷となり
ます。

MQ Sample
Report 2（MQサ
ンプルレポート

2）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

不明なものだけが報告されます。不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。

MQ Sample
Report 3（MQサ
ンプルレポート

3）

不明なものだけが報告されます。不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。この表は、ページあたりの

分析試料を増やすために2列で示さ
れています。

MQ Sample
Report
condensed table
（MQサンプルレ
ポート要約表）

不明なものだけが報告されます。各サンプルについて、各分析試料の

ファイル情報、サンプル情報、分析

試料Results Table、および小さいク
ロマトグラムのあるセクションを示

すレポート。

MQ Sample
Report with
chromatograms
（クロマトグラ

ムのMQサンプル
レポート）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

• 関連するクエリファイルは、
Sample Report with Concentration
Threshold.queryです。

• コンポーネントには「Cmpd X
#」という名前を付ける必要があ
ります。ここで、XはAからFまで
の任意の文字で、#は任意の数値
です。

例：レポートでは、「Cmpd A
1」という名前のコンポーネント
が見出しCompound Group Aの
下に表示されます。「Cmpd B
1」という名前のコンポーネント
は、Compound Group Bの下に
表示されます。

• コンポーネントが同じグループに
ある場合、グループ内のアルファ

ベット順の最初のコンポーネント

のみがレポートに含まれます。

例1：「Cmpd B 25」と「Cmpd
C 1」の両方がグループ「Grp」
に属している場合、「Cmpd C
1」はレポートに含まれません。

例2：「Cmpd A 1」、「Cmpd A
2」、および「Cmpd A 3」がグ
ループに割り当てられていない場

合、「CmpdA2」および「Cmpd
A 3」はレポートに含まれませ
ん。

例3：「Cmpd A 1」、「Cmpd A
2」、および「CmpdA3」がそれ
ぞれグループ1、2、および3に割
り当てられている場合、3つのコ
ンポーネントすべてがレポートの

見出しCompound Group Aの下
に表示されます。

不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

の合計のあるセクションを示すレ

ポート。

MQ Sample
Report with
Concentration
Threshold（濃度
しきい値付きMQ
サンプルレポー

ト）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、結果概要表

を含むセクション、およびすべての

XICのオーバーレイを示すレポー
ト。予測イオン比は、利用可能なす

べての標準を使って自動的に算出さ

れます。比率の値はResults Table内
のカスタム列に置かれています。予

測の20％を外れる値はいずれもフラ
グが立てられます。クオンティファ

イアの分析試料名は、ブランクス

ペースの後に数字の1で終わる必要
があります。比率を表すイオン分析

試料名は、ブランクスペースの後に

数字の2～9で終わる必要がありま
す。

MQ Sample
Report with MRM
ratios 2（MRM比
率のMQサンプル
レポート2）

関連するクエリファイルは、MRM
ratios EU.queryです。

不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。予測イオン比は、利用可能

なすべての標準を使って自動的に算

出されます。比率の値はResults
Table内のカスタム列に置かれてい
ます。予測を外れる値はいずれもフ

ラグが立てられます（比率許容範囲

に関するEUガイドラインを使用）。
クオンティファイアの分析試料名

は、ブランクスペースの後に数字の

1で終わる必要があります。比率を
表すイオン分析試料名は、ブランク

スペースの後に数字の2～9で終わる
必要があります。

MQ Sample
Report with MRM
ratios EU（MRM
比率付きMQサン
プルレポート

EU）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。予測イオン比は、利用可能

なすべての標準を使って自動的に算

出されます。比率の値はResults
Table内のカスタム列に置かれてい
ます。予測の20％を外れる値はいず
れもフラグが立てられます。クオン

ティファイアの分析試料名は、ブラ

ンクスペースの後に数字の1で終わ
る必要があります。比率を表すイオ

ン分析試料名は、ブランクスペース

の後に数字の2～9で終わる必要があ
ります。

MQ Sample
Report with MRM
ratios（MRM比率
付きサンプルレ

ポート）MQ
EFAB 03

関連するクエリファイルは、MRM
ratios.queryです。

不明の各サンプルについて、ファイ

ル情報、サンプル情報、および結果

概要表のあるセクションを示すレ

ポート。予測イオン比は、利用可能

なすべての標準を使って自動的に算

出されます。比率の値はResults
Table内のカスタム列に置かれてい
ます。予測の20％を外れる値はいず
れもフラグが立てられます。クオン

ティファイアの分析試料名は、ブラ

ンクスペースの後に数字の1で終わ
る必要があります。比率を表すイオ

ン分析試料名は、ブランクスペース

の後に数字の2～9で終わる必要があ
ります。

MQ Sample
Report with MRM
ratios（MRM比率
付きMQサンプル
レポート）
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

Reportableチェックボックスがオフ
になっている標準および品質管理

は、レポートのそれぞれの要約表に

表示されず、統計計算にも使用され

ません。

サンプルごとに、ファイル情報、標

準サマリーテーブル、QCサマリー
テーブル、ブランクResults Tableを
含むセクションを示すレポート。次

に、不明のサンプルごとに、ファイ

ル情報、サンプル情報、IS情報、分
析試料Results Table、ISおよび各分
析試料を含むXICテーブルを含むセ
クション。通常、8サンプル未満の
場合はサンプルごとに2ページを印
刷します。

MQ Sample
Report with
standards, QC,
and blanks（標
準、QC、および
ブランクを含む

MQサンプルレ
ポート）

このレポートは、Tutorial Dataset
HeavyLightデータセットでの使用を
目的としています。MultiQuantTMソ
フトウェアのユーザーガイドの2番
目の例である相対定量の例を参照し

てください。

該当なしMQ Tutorial
Dataset Heavy
Light（MQチュー
トリアルデータ

セットヘビーラ

イト）

該当なし選択した各サンプルについて、ファ

イル情報、サンプル情報、および選

択した分析試料の分析試料Results
Tableで構成されたセクションを表
示するレポートです。分析試料

Results Tableは、Results Tableで表
示されているように印刷されます。

定性分析の信頼信号灯は、すべて表

の先頭に示されます。

Per Sample
Quant-Qual

行の非表示状態は、Reportable
チェックボックスの状態よりも優先

されます。Reportableチェックボッ
クスが選択されているが、行が非表

示になっている場合、その行は報告

されません。

選択した各サンプルについて、ファ

イル情報、サンプル情報、および選

択した分析試料の分析試料Results
Tableで構成されたセクションを表
示するレポートです。分析試料

Results Tableは、Results Tableで表
示されているように印刷されます。

定性分析の信頼信号灯は、すべて表

の先頭に示されます。

Per Sample
Quant-Qual
Visible Rows
Using Visible
Analyte
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

• コンポーネントテーブルにUVコ
ンポーネントがある場合、UVト
レースはレポートのXICグラフの
下に報告されます。

注： UVコンポーネントの名前
が [compound_nameuv]または
[uv]の形式である場合、UVサ
フィックスは UV MS Qualレ
ポートに関連付けられているた

め、UVトレースはレポートさ
れません。

• サンプルにQCのラベルが付いて
いて、サンプルが2つ以上ある場
合、平均、STDEV、および%CV
が計算され、レポートの最後にあ

るQC要約表に含まれます。

• QC行のReportableチェックボッ
クスがオフになっている場合、そ

の行はQCサマリーテーブルの計
算に使用されません。

WYSIWYGテーブルを使用して各サ
ンプルのコンポーネントを示すレ

ポート。XIC、MS、およびMS/MS
が表示されます。エリアの統計要約

表は、レポートの最後に表示されま

す。

Per sample
Quant-Qual with
statistics（サンプ
ルごとの統計量

を持つ

Quant-Qual）

該当なし各分析試料について、ファイル情

報、Results Table、キャリブレー
ションカーブ、および内部標準と各

分析試料のクロマトグラムで構成さ

れたセクションが表示されます。こ

のテンプレートは、グループが定義

されたResults Tableに適していま
す。

Per Analyte
Quant-Qual
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし選択した各サンプルについて、ファ

イル情報、サンプル情報、選択した

分析試料の分析試料Results Table、
すべての分析試料、内部標準、XIC
が重なったクロマトログラム、取得/
理論的MSスペクトル、選択した各
分析試料の取得/ライブラリMS/MS
スペクトルで構成されたセクション

が表示されます。分析試料Results
Tableは、Results Tableで表示され
ているように印刷されます。定性分

析の信頼信号灯は、すべて表の先頭

に示されます。

Positive Hits Qual

レポート形式にはCSVオプションを
使用することをお勧めします。

各サンプルについて、ファイル情

報、サンプル情報、および分析試料

Results Tableで構成されたセクショ
ンを表示する.acsvフォーマットの
レポートです。

Qual CSVReport
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その他の注意事項テンプレートの説明（レポートの作

成ダイアログに表示）

Template（テン
プレート）

該当なし各サンプルについて、分析試料の要

約表のセクションを示すレポート。

このレポートテンプレートは、グ

ループが定義されたResults Tableに
適しています。

サンプルの概要

• UVMSデータは、命名規則に従っ
て処理されます。化合物1 (任意
の文字列)を質量分析計(MS)コン
ポーネントに、そして化合物1uv
（任意の文字列＋uv）は対応す
るUV成分を表します。

• 質量誤差、フラグメント質量誤
差、RT信頼度、アイソトープ信
頼度、およびライブラリ信頼度の

信号のみが表示されます。

• グラフテーブルが作成され、
XIC、MS1トレース、MS/MSト
レース、化合物1のヘッダー情
報、および化合物1uvのUVトレー
スなど、Results Tableの個々の
コンポーネントが表示されます。

図 1を参照してください。

• 分析試料のグラフは、MS実験に
対してのみ繰り返され、UV実験
では繰り返されません。

• サンプルにQCのラベルが付いて
いて、サンプルが2つ以上ある場
合、平均、STDEV、および%CV
が計算され、レポートの最後にあ

るQC要約表に含まれます。図 1
を参照してください。

• QC行のReportableチェックボッ
クスがオフになっている場合、そ

の行はQCサマリーテーブルの計
算に使用されません。

各サンプルについて、そのサンプル

のコンポーネントとそれに対応する

UVコンポーネントをWYSIWYGテー
ブルで示すレポートXIC、MS、およ
びMS/MSがUVデータとともに表示
されますエリアの統計要約表は、レ

ポートの最後に表示されます。

UV MS Qual
report（UV MS
Qualレポート）

RUO-IDV-03-1821-JA-S2021年6月48 / 51

SCIEX OS 2.1.6リリースノート



図 1グラフテーブル

図 2統計表

お問い合わせ先

お客様のトレーニング

• 北米：NA.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパ：Europe.CustomerTraining@sciex.com

• ヨーロッパおよび北米以外：sciex.com/education

オンライン学習センター

• SCIEX University™
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SCIEXサポート
SCIEXおよびその代理店は、十分に訓練を受けた保守／技術専門要員を世界中に有していま
す。システムまたは起こり得る技術的問題に関するご質問にお答えします。詳細な情報につ

いては、SCIEXウェブサイト (sciex.com)を参照するか、以下の連絡先までお問い合わせく
ださい。

• sciex.com/contact-us

• sciex.com/request-support

サイバーセキュリティ

SCIEX製品のサイバーセキュリティに関する最新のガイダンスについては、
sciex.com/productsecurityを参照してください。

ドキュメント

このバージョンのドキュメントは、以前のすべてのバージョンのドキュメントに優先します。

このドキュメントを電子的に閲覧するにはAdobe Acrobat Readerが必要です。最新バージョ
ンをダウンロードするには、https://get.adobe.com/readerにアクセスします。

ソフトウェア製品のドキュメントについては、ソフトウェアに付属のリリースノートまたは

ソフトウェアインストールガイドを参照してください。

ハードウェア製品のドキュメントを検索するには、システムまたはコンポーネントに付属の

カスタマーリファレンス DVDを参照してください。

ドキュメントの最新版はSCIEXのwebサイト（sciex.com/customer-documents）で入手でき
ます。

注：このドキュメントの無料の印刷版を請求するには、sciex.com/contact-usまでお問い合
わせください。
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本書はSCIEX機器をご購入され、実際に使用されるお客様にむけてのものです。本書の著作権は保護
されています。本書および本書の一部分を複製することは、SCIEXが書面で合意した場合を除いて固
く禁止されています。

本書に記載されているソフトウェアは、使用許諾契約書に基づいて提供されています。使用許諾契約

書で特に許可されている場合を除き、いかなる媒体でもソフトウェアを複製、変更、または配布する

ことは法律で禁止されています。さらに、使用許諾契約書では、ソフトウェアを逆アセンブル、リバー

スエンジニアリング、または逆コンパイルすることをいかなる目的でも禁止することがあります。正

当とする根拠は文書中に規定されているとおりです。

本書の一部は、他の製造業者および/またはその製品を参照することがあります。これらには、その名
称を商標として登録しているおよび/またはそれぞれの所有者の商標として機能している部分を含む場
合があります。そのような使用は、機器への組み込みのためSCIEXにより供給された製造業者の製品
を指定することのみを目的としており、その権利および/またはライセンスの使用を含む、または第三
者に対しこれらの製造業者名および/または製品名の商標利用を許可するものではありません。

SCIEXの保証は販売またはライセンス供与の時点で提供される明示的保証に限定されており、また
SCIEXの唯一かつ独占的な表明、保証および義務とされています。SCIEXは、明示的・黙示的を問わ
ず、制定法若しくは別の法律、または取引の過程または商慣習から生じるかどうかに関わらず、特定

の目的のための市場性または適合性の保証を含むがこれらに限定されない、他のいかなる種類の保証

も行いません。これらのすべては明示的に放棄されており、購買者による使用またはそれから生じる

不測の事態に起因する間接的・派生的損害を含め、一切の責任または偶発債務を負わないものとしま

す。

研究専用。診断手順には使用しないでください。

ここに記載されている商標および /または登録商標は、関連するロゴを含め、米国および /またはそ
の他の特定の国における AB Sciex Pte. Ltd.、またはその該当する所有者の所有物です
(sciex.com/trademarksを見てください)。

AB SCIEX™ はライセンスの下で使用されています。
© 2021 DH Tech. Dev. Pte. Ltd.

AB Sciex Pte. Ltd.
Blk33, #04-06 Marsiling Industrial Estate Road 3
Woodlands Central Industrial Estate, Singapore 739256
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